
　

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
北
脇

遺
跡
第
５
次
発
掘
調
査
で
青
銅
製

の
印
鑑
が
出
土
し
ま
し
た
。
北
脇
遺

跡
の
周
辺
に
は
泉
古
墳
群
や
古
墳

時
代
の
大
規
模
集
落
の
植
遺
跡
、
奈

良
時
代
の
集
落
跡
の
下
川
原
遺
跡
、

近
江
地
域
で
最
古
の
須
恵
器
窯
で

あ
る
泉
窯
、
平
安
京
を
は
じ
め
西
日

本
一
円
に
緑

り
ょ
く

釉ゆ
う

陶
器
を
供
給
し
た

春
日
峰
道
窯
・
春
日
山
の
神
窯
な

ど
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、旧
東
海

道
は
平
安
時
代
の
斎
宮
へ
の
道
と

し
て
利
用
さ
れ
、
重
要
な
街
道
と
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

出
土
し
た
銅
印
は
正
方
形
の
印

面
と
分ふ

ん
ど
う
が
た

銅
型
の
つ
ま
み
を
持
ち
、

つ
ま
み
に
は
紐ひ

も

を
通
す
穴
が
あ
い

て
い
ま
す
。

　

印
面
の
大
き
さ
は
縦
横
3
.
5

セ
ン
チ
、
銅
印
の
高
さ
は
３
セ
ン

チ
、
重
さ
64
グ
ラ
ム
の
鋳
造
品
で

す
。
印
面
に
は
「
徳
西
庶
家
」
の
４

文
字
が
あ
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
内
で
６
例
目
の
銅
印
で
す

が
、４
文
字
は
県
内
で
初
の
出
土
で
す
。

　

銅
印
の
性
格
は
、
最
後
の
文
字
が

「
家
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
私
印
と
考

え
ら
れ
、『
類る

い
じ
ゅ
う聚
三さ

ん
だ
い代
格き

ゃ
く』
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
私
印
は
一
寸
五
分

（
約
4
.
5
セ
ン
チ
）
を
超
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
規
定
に

も
合
致
し
て
い
ま
す
。

　
「
庶
」
に
は
「
嫡
子
」
に
対
す
る

対
義
語
で
「
庶
子
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、「
本
家
」に
対
し
て「
庶
家（
分

家
）」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　
「
徳
西
」
に
つ
い
て
は
、
中
世
の

「
山
中
文
書
」
に
「
徳
地
」
の
名
が

確
認
で
き
る
こ
と
、
北
脇
周
辺
に

「
徳
地
」
姓
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

調
査
地
周
辺
に
「
徳
地
」
一
族
が
古

代
か
ら
居
住
し
、「
徳
西
庶
家
」
は

徳
地
本
家
に
対
し
て
西
側
に
位
置

す
る
分
家
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

銅
印
の
年
代
は
、
つ
ま
み
の
形
か

ら
平
安
時
代
に
相
当
し
ま
す
。
発
掘

で
出
土
し
た
須
恵
器
や
緑
釉
陶
器

の
年
代
と
も
一
致
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
分
分
析
の
結
果
、
銅
・
鉛
・

ヒ
素
の
合
金
で
あ
る
と
判
明
し
、
平

安
時
代
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

銅
印
の
出
土
に
よ
っ
て
、
北
脇
近

隣
に
青
銅
製
の
私
印
を
所
有
し
て

い
た
有
力
豪
族
が
い
た
と
推
測
で

き
ま
す
。
ま
た
、
北
脇
遺
跡
第
4
次

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
鍛
冶
工

房
や
近
隣
の
春
日
で
の
緑
釉
陶
器

生
産
と
の
関
連
性
か
ら
北
脇
遺
跡

の
性
格
が
一
般
的
な
集
落
遺
跡
で

は
な
い
可
能
性
が
想
定
で
き
ま
す
。

　

北
脇
遺
跡
で
銅
印
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
で
、
歴
史
上
で
の
注
目
度
が

上
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
発
掘
調
査
事
例
が
少
な
く
、

推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
銅
印
の
も

つ
意
味
や
ま
だ
見
ぬ
氏
族
の
名
前

の
解
明
も
含
め
て
、
今
後
の
調
査
の

進
展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　足の指をほぐし、バランスをとったり踏ん張った
りする能力を高める。外反母趾などの変形や障害を
予防したり、改善したりします。
　運動の前後、入浴時や就寝前に行なってください。

◎そろそろ体を動かしてみませんか?

　体を動かしやすい気候になってきました。「寒い間はどうしても体を動かすことが少なく
なって…」という方も、少しずつ体を動かしてみましょう。

問い合わせ　保健介護課　介護保険担当
　　　　　　☎65-0697・0699　ＦＡＸ63-4085

ま
ず
は
足
の
指
や
土
踏
ま
ず
の
手
入
れ
か
ら

①�

隣
同
士
の
指
を
つ
ま

み
、前
後
に
動
か
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。

②�

親
指
と
小
指
を
つ
ま
み

扇
の
よ
う
に
広
げ
る
。

③�

手
の
指
を
1
本

1
本
足
の
指
の

間
に
入
れ
、指
を

そ
ら
せ
て
足
底

筋
を
伸
ば
す
。

④�

両
手
の
親
指
で
土
踏

ま
ず
と
湧
泉（
中
央
の

く
ぼ
み
）を
押
す
。

⑤�

両
手
の
親
指
で
足
の

指
の
爪
を
押
し
、刺

激
す
る
。
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